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事案名 
 Zip Infrastructure（ｼﾞｯﾌﾟ･ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ）株式会社との

連携協定について 
資料 有 

提
案
趣
旨 

 Zip Infrastructure株式会社は、令和７年開催予定の大阪万博での実用化を目指し、

次世代交通システムの研究開発に取り組む大学発ベンチャー企業であり、本市におけ

る実験運行の実施と連携協定締結について意向が示されました。 

同社が次世代交通システムとして開発を進めている電動自走型ロープウェイZippar

は、従来のロープウェイやモノレールなどの交通システムに比べ、利便性、安全性、経

済性に優れており、新たな公共交通として広く活用される可能性があります。 

この開発研究が本市において実施されると、本市発の次世代交通システムとしてシ

ティープロモーションに活用できるととともに、市内の既存企業が開発に関与するこ

とができれば、市内工業の持続的な発展と地域経済の活性化にもつながることが期待

できます。 

このため、同社と次世代交通システムの開発及びまちづくりへの活用を通し、市民

生活の向上、地域の活性化及び活力ある市内工業の持続的な発展に寄与することを目

的とする連携協定を締結しました。  

概
要 

１ 協定名称 次世代交通システムの開発及びまちづくりへの活用に関する連携協定 

２ 協定締結日 令和３年６月２９日（火） 

３ 協定相手方 

(1) 社 名 Zip Infrastructure（ｼﾞｯﾌﾟ･ｲﾝﾌﾗｽﾄﾗｸﾁｬｰ）株式会社 

(2) 所 在 東京都荒川区南千住八丁目５番７号 白鬚西共同利用工場２０９号室 

(3) 代表者 代表取締役社長 須知 高匡（すち たかまさ） 

(4) 設立日 平成３０年７月２０日 

４ 協定事項 

  次世代交通システムの開発及びそのシステムのまちづくりへの活用を通し、市民

生活の向上、地域の活性化及び活力ある市内工業の持続的な発展に役立てる目的を

達成するため、次の事項について連携して取り組むもの 

 (1) 次世代交通システムを活用した秦野市のまちづくりの推進に関すること 

 (2) 秦野市の交通施策及びまちづくり施策の検討に関すること 

 (3) 秦野市内工業の持続的な発展及び地域経済の活性化に関すること 

 (4) 秦野市内における自走式ロープウェイZipparを用いた実験に関すること 

経
過 

令和３年５月１２日  須知代表取締役社長が、市長を表敬訪問し、同社取組の説明

及び意見交換（本市内での実験の実施及び連携協定の意向提示） 

〃  １２日～ 実験場候補地及び連携協定についての打合せを継続的に実施 

〃  ３１日  小田原市荻窪の小田原試験線を視察 

〃 ６月２５日  連携協定を締結することの決定及び市議会への情報提供並び

にまほろば秦野通信を発信 

〃  ２９日  連携協定を締結 

 報告６ 



 

 

今
後
の
進
め
方 

この協定に基づく事業の円滑な連携の推進を図るため、定期的に協議、情報共有等

を行う場を設けるとともに、協定の目的実現のため、市内工業者等の関係団体との意

見交換も実施していきます。 

また、協定締結後に実施する各施策ついては、それぞれの担当部署において実施す

るものとします。 
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   秦野市と Zip Infrastructure 株式会社との次世代交通システム 

の開発及びまちづくりへの活用に関する連携協定書 

 

 秦野市（以下「甲」という。）と Zip Infrastructure 株式会社（以下「乙」

という。）とは、次世代交通システムの開発及びそのシステムのまちづくりへ

の活用を検討するに当たり、相互の協力が可能な分野における連携を推進する

ため、次のとおり協定を締結する。 

 

（目的） 

第１条 この協定は、甲と乙とが相互に連携し、及び協力して、次世代交通シ

ステムの開発及びそのシステムのまちづくりへの活用を通し、市民生活の向

上、地域の活性化及び活力ある市内工業の持続的な発展に役立てることを目

的とする。 

（協定事項） 

第２条 甲及び乙は、前条の目的を達成するため、次に掲げる事項について、

連携して取り組むものとする。 

 (1) 次世代交通システムを活用した秦野市のまちづくりの推進に関すること。 

 (2) 秦野市の交通施策及びまちづくり施策の検討に関すること。 

 (3) 秦野市内工業の持続的な発展及び地域経済の活性化に関すること。 

 (4) 秦野市内における自走式ロープウェイ Zippar を用いた実験に関するこ

と。 

 （協議等） 

第３条 この協定に基づく事業の円滑な連携の推進を図るため、甲及び乙は、

定期的に協議、情報共有等を行う場を設けるものとする。 

 （費用負担） 

第４条 この協定に基づく事業の実施に当たり必要な費用が生じるときは、甲

乙協議のうえ定めるものとする。 

（成果物の帰属） 

第５条 第２条に定める協定事項の実施に伴い生じた成果物に関する権利は、

甲乙それぞれ実施した者に帰属するものとする。ただし、甲乙協議のうえ決

定したものについては、この限りでない。 

 

資料 
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（協定の有効期間等） 

第６条 この協定の有効期間は、協定締結の日から２年間とする。ただし、こ

の協定の有効期間満了の３か月前までに、甲又は乙から書面による特段の意

思表示がないときは、有効期間が満了する日の翌日から１年間延長するもの

とし、以後も、また同様とする。 

（守秘義務） 

第７条 甲及び乙は、この協定に基づく事業の実施により知り得た情報を、当

事者間の書面による承諾なしに、第三者に漏らしてはならない。 

２ 前項に定める義務は、本協定の終了後も存続するものとする。 

（疑義等の決定） 

第８条 この協定に疑義が生じたとき又はこの協定に定めのない事項が生じた

ときは、甲乙協議してこれを定めるものとする。 

 

 本協定の締結を証するため、本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ、それ

ぞれ各１通を保有する。 

 

  令和３年６月２９日 

 

甲 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号    

    秦野市長 高 橋 昌 和    

 

乙 東京都荒川区南千住八丁目５番７号    

 白鬚西共同利用工場２０９号室      

 Zip Infrastructure 株式会社       

 代表取締役社長 須 知 高 匡    

 


